
２０２５年度     

          第２学年 理科年間シラバス               多摩永山中学校 

【新学習指導要領移行における変更について】 

 新学習指導要領への移行に伴い、各教科の生徒が身に付け

るべき観点が、国語５観点、その他の教科４観点から、全教

科共通の３観点に変更になりました。観点の内容は次の３つ

です。 

⚫ 知識及び技能 

⚫ 思考力、判断力、表現力等 

⚫ 主体的に学習に取り組み態度 

【理科の目標】 

（１）自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探求するために必要な観察

・実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

 

（２）観察・実験などを行い、科学的に探求する力を養う。 

 

（３）自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度を養う。 

学習内容（予定時間数） 

一学期 二学期 三学期（３０） 

【４月～５月】 

〔物質〕化学変化と原子・分子  

・物質の成り立ち 

〔生命〕生物の体のつくりとはたらき  

・生命の体をつくるもの 

【９月～１０月】 

〔物質〕 

・さまざまな化学変化 

・化学変化と物質の質量 

〔生命〕 

・動物の行動のしくみ 

【１月】 

〔地球】 

・天気の変化と大気の動き 

〔エネルギー〕 

・電流の正体 

・電流と磁界 

【５月～６月】 

〔物質〕 

・物質の表し方 

〔生命〕 

・植物の体のつくりとはたらき 

【１０月～１１月】 

〔物質〕 

・化学変化と物質の質量 

〔エネルギー〕電流とその利用  

・電流の性質 

【２月】 

〔地球】 

・大気中の水の変化 

・大気の動きと日本の四季 

〔エネルギー〕 

・電流と磁界 

【６月～７月】 

〔物質〕 

・物質の表し方 

・さまざまな化学変化 

〔生命〕 

・動物の体のつくりとはたらき 

【１２月】 

〔地球】地球の大気と天気の変化  

・地球をとり巻く大気のようす 

〔エネルギー〕 

・電流の正体 

【３月】 

・１年間の復習 

・行動観察・レポート・ワークシート・小テ

スト・単元テスト・定期テスト などで評価 

・行動観察・レポート・ワークシート・小テ

スト・単元テスト・定期テスト などで評価 

・行動観察・レポート・ワークシート・小テ

スト・単元テスト・定期テスト などで評価 

 

評価の観点と規準（各観点の割合はすべて達成率１００％で統一する） 

 評価の観点 評価の方法・資料 評価方法の規準と「概ねＢ」「満点」などの設定 

Ⅰ 

＜知識及び技能＞ 

各教科等における学習の過程を通した知識及

び技能の習得状況について評価をするとともに、

それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活

用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活

用できる程度に概念等を理解したり、技能を習得

したりしているかを評価する。 

行動観察 

・レポート 

・ワークシート 

・小テスト 

・単元テスト 

・定期テスト 

など 

自然の現象についての基本的な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けていることが評

価資料において、確認できた場合にはB、十分に満足できる状況と判

断されるものはA、努力を要するものはCとする。※Aは９割以上、B

は状況に応じて６～８割、Ｃは状況に応じて２～５割の配点。未提

出の場合は、５割以下。（欠席は考慮するが、提出を原則とする） 

Ⅱ 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解

決する等のために必要な思考力、判断力、表現

力等を身に付けているかどうかを評価する。 

・行動観察 

・レポート 

・ワークシート 

・小テスト 

・単元テスト 

・定期テスト 

など 

自然の現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを

行い、得られた結果を分析して解釈し、表現するなど、科学的に探

究していることが評価資料において、確認できた場合にはB、十分に

満足できる状況と判断されるものはA、努力を要するものはCとする

。※Aは９割以上、Bは状況に応じて６～８割、Ｃは状況に応じて２

～５割の配点。未提出の場合は、５割以下。（欠席は考慮するが、

提出を原則とする） 

Ⅲ 

＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力

、表現力等を身に付けたりするために、自らの

学習状況を把握し、学習の進め方について試行

錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼ

うとしているかどうかという意思的な側面を評

価する。 

〔全教科共通〕 

・「知識及び技能」の観点

の評価 

・「思考力・判断力・表現

力等」の観点の評価 

 

〔平常点〕 

・行動観察 

・レポート 

・ワークシート 

・小テスト 

・単元テスト 

など 

〔全教科共通〕 

・「知識及び技能」の観点の内容について、指示に従ってしっかり

行おうとしたり、学ぼうとしたりする。 

・思考力・判断力・表現力等」の観点の内容について、指示に従って

しっかり行おうとしたり、学ぼうとしたりする。 

・授業、課題に意欲的に取り組み、意見を積極的に発言しようとする。 

〔平常点〕 

自然の現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしていることが評価資料において、確認

できた場合にはB、十分に満足できる状況と判断されるものはA、努

力を要するものはCとする。※Aは９割以上、Bは状況に応じて６～８

割、Ｃは状況に応じて２～５割の配点。未提出の場合は、５割以下

。（欠席は考慮するが、提出を原則とする） 

 


